
　　　　　　「第４０回最高賞作家ミニ作品展」開催

令和６年３月２６日（火）～３月３１日（日）、東京銀座鳩居堂画廊にて株式会社書道新聞社主催

第40回最高賞作家ミニ作品展が開催されました。

この展覧会は昨年１年間の日展、読売書法展、日本書芸院展をはじめ全国書道展で最高賞に

輝いた人たちを顕彰する展覧会で、４４名の漢字、かな、調和体等の新作の作品が展示されて

いました。その中に書道研究一輪 代表の小田大拙先生の作品も展示されました。

半紙半分程の大きさ(タテ24×ヨコ16.2)に 「忘優（憂さを忘れる、心配事を忘れ去る）という意」

の２文字。ミニ作品と感じないとても力強く上品な作品で強く心に響くものがありました。

書道を学ぶ中で今後も様々な作品に出合うことで、自らの技術向上につなげていきたいと心に

刻みました。

記事：梅木香華

　　第77回日本書芸院展 史邑賞（2回目）・　第39回読売書法展 読売新聞社賞　受賞により推薦出品


